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長い準備期間を終えて工事が本格化

提供した作業台船から打ち上げられた花火
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１
９
９
１
年
の
入
社
か
ら
15
年

以
上
、
携
わ
っ
た
工
事
は
下
水
道

や
道
路
な
ど
大
半
が
陸
上
の
都
市

土
木
で
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
ほ

ぼ
初
め
て
の
港
湾
工
事
と
し
て
手

掛
け
た
の
が
、
中
部
地
方
整
備
局

か
ら
受
注
し
た「
平
成
19
年
度
田

子
の
浦
港
中
央
地
区
岸
壁（
-12
ｍ
）

（
改
良
）土
留
及
び
控
工
事
」で
す
。

　
田
子
の
浦
港
は
静
岡
県
内
で
第

２
位
の
取
扱
貨
物
量
が
あ
る
重
要

港
湾
で
す
。
特
に
中
央
地
区
は
港

の
中
核
的
な
ふ
頭
で
、
多
目
的
国

際
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整
備
す
る
事
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
工

事
は
そ
の
一
環
と
し
て
、
老
朽
化

し
た
岸
壁
を
改
良
・
増
深
し
、
大

型
船
や
大
規
模
災
害
時
の
緊
急

物
資
輸
送
に
利
用
で
き
る
耐
震

岸
壁
に
改
良
す
る
も
の
で
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
港
湾
工

事
は
２
０
０
３
年
に
名
古
屋
港
で

短
期
間
関
わ
っ
た
高
潮
防
波
堤
の

改
良
工
事
だ
け
。
港
湾
工
事
の
経

験
が
浅
い
状
態
で
、
現
場
代
理
人

兼
監
理
技
術
者
と
し
て
工
事
を
引

き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
じ
土
木
工
事
で
も
陸
上
と
海

上
と
で
は
全
く
勝
手
が
違
い
ま
す

が
、
会
社
の
看
板
を
背
負
っ
て

い
る
以
上
、
甘
え
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
肝
に
銘
じ
た
の

が「
聞
く
は
一
時
の
恥
、
聞
か
ぬ

は
一
生
の
恥
」と
い
う
言
葉
で
す
。

　
施
工
計
画
に
加
え
、
海
上
保
安

部
や
港
の
管
理
事
務
所
に
提
出
す

る
許
可
申
請
や
届
け
出
、
さ
ら

に
は
漁
協
や
地
元
自
治
会
へ
の
説

明
や
調
整
な
ど
初
め
て
の
こ
と
ば

か
り
。
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
恥

を
忍
ん
で
で
も
自
分
の
足
で
相
手

先
に
出
向
き
、
書
類
の
作
成
方

法
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
ま
で
教
え
て
も

ら
う
。
そ
れ
を
徹
底
し
ま
し
た
。

　
羽
田
空
港
Ｄ
滑
走
路
建
設
工
事

の
最
盛
期
と
重
な
り
専
用
の
杭
打

ち
船
が
な
く
、
施
工
方
法
に
は
大

変
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
た
鋼
管

矢
板
等
の
製
作
に
時
間
を
要
し
た

た
め
に
準
備
期
間
が
長
か
っ
た
の

は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
に

は
か
え
っ
て
良
か
っ
た
と
も
い
え

ま
す
。

　
過
去
に
杭
打
ち
作
業
時
の
騒
音

が
問
題
に
な
っ
た
と
聞
き
、
発
注

者
と
相
談
し
て
発
泡
ウ
レ
タ
ン

と
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
を
使
っ
た
吸

音
装
置
を
考
案
し
、
油
圧
ハ
ン

マ
ー
の
打
撃
部
に
装
着
し
て
打

撃
音
の
伝
達
抑
制（
共
鳴
防
止
）

に
効
果
を
上
げ
ま
し
た
。
田
子
の

浦
港
は
海
底
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

の
問
題
も
あ
り
、
対
応
策
と
し
て

汚
濁
防
止
膜
の
設
置
と
濁
度
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
徹
底
し
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
思
い
出
深
い
の
が
、

地
元
の
方
々
と
の
お
付
き
合
い

の
中
で
、「
田
子
の
浦
み
な
と
祭

り
」へ
の
協
力
が
で
き
た
こ
と
で

す
。
主
催
者
か
ら
、
海
上
か
ら
花

火
を
打
ち
上
げ
た
い
と
相
談
を
受

け
、
工
事
の
作
業
台
船
を
打
ち
上

げ
場
所
に
提
供
し
、
関
係
先
へ
の

申
請
書
類
を
作
る
お
手
伝
い
も

し
ま
し
た
。
富
士
の
夏
を
告
げ

る
花
火
大
会
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
大
変
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
お

か
げ
で
地
元
か
ら
の
苦
情
も
な

平
成
19
年
度
田
子
の
浦
港
中
央
地
区
岸
壁（
-12
ｍ
）（
改
良
）土
留
及
び
控
工
事

｢

聞
く
は
一
時
の
恥
、聞
か
ぬ
は
一
生
の
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肝
に
銘
じ

The project in my life

く
無
事
に
工
事
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
上
、
中
部
地
方
整
備
局

か
ら
は
局
長
表
彰（
優
良
工
事
・

優
良
技
術
者
）を
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
を
経
て
、
名
古
屋

港
鍋
田
ふ
頭
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル（
Ｔ
３
）整
備
事
業
の
う
ち

「
平
成
21
年
度
名
古
屋
港
鍋
田
ふ

頭
岸
壁（
-12
ｍ
）土
留
及
び
地
盤

改
良
工
事
」を
施
工
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
工
期
、
施
工
条

件
と
も
厳
し
い
工
事
で
し
た
が

無
事
竣
工
で
き
、
２
年
連
続
局

長
表
彰
と
い
う
栄
誉
を
授
か
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
田
子
の
浦
港
の
工
事
で
、
港
湾

工
事
の
基
本
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分

の
足
で
出
向
き
、
自
ら
の
頭
で
考

え
、
多
く
の
関
係
者
と
良
好
な

関
係
を
築
く
と
い
う
大
切
な
こ

と
を
改
め
て
学
ん
だ
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
れ
が
今
、
若
手
技
術

者
の
指
導
に
も
生
き
て
い
ま
す
。
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　国の 2021 年度予算に対する各省庁の概算要求が 9
月末までに財務省に提出されました。国土交通省の概
算要求額は、一般会計の国費総額が前年度比 0.5％増
の 5 兆 9, 617 億円で、うち公共事業関係費は前年度と
ほぼ同額の 5 兆 2,579 億円（一般公共事業費 5 兆 2,027
億円、災害復旧等 552 億円）となりました。
　港湾局関係の予算は、前年度とほぼ同規模の 2,572
億円を要求しています。うち公共事業費には、港湾整
備事業で 2,416 億円、港湾海岸事業で 110 億円、災害
復旧事業等で 13 億円の総額 2,539 億円を計上しました。

概算要求の基本方針
１. 国民の安全・安心の確保

　東日本大震災からの復興を引き続き進めるとともに、
2019 年房総半島台風・東日本台風、2020 年 7 月豪雨な
ど大規模自然災害からの復旧・復興を推進する。
　頻発化・激甚化する高潮・高波・暴風による被害や
切迫する大規模地震・津波等に屈しない強靱な国土づ
くりを推進するため、3 か年緊急対策後も中長期的な
視点に立った計画的な取り組みを行うとともに、港湾
施設及び海岸保全施設の老朽化に対応するため、
新技術やデータの利活用による戦略的な維持管
理を推進するなど、引き続き、ハード・ソフト
を総動員した防災・減災、国土強靱化を推進する。

２. 持続的な経済成長の実現

　感染症の拡大防止と社会経済活動の早期回復
の両立を図るとともに、ウィズ・コロナにおけ
る持続的経済成長を実現するため、「ヒトを支
援する AI ターミナル」の実現や港湾関連デー
タ連携基盤の活用等による、セキュリティーを
確保した効率的かつ非接触型の物流システムの
構築を図るなど、国際コンテナ戦略港湾の機能
強化を推進し、サプライチェーンを支える幹線
海上輸送ネットワークの構築を推進する。
　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、多
くが運休となっているクルーズ船については、
安心して楽しめる環境づくりを進めることで、
インバウンドの再開を見据えた取り組みを推進
し、クルーズ旅客等の観光需要を取り込み、地
域の経済活性化を図る。
　資源・エネルギー・食糧の安定確保のため

の国際バルク戦略港湾政策の推進、ドライバー不足
等に対応し国内物流を安定的に支える内航フェリー・
RORO 輸送網の構築、地域の基幹産業の競争力強化の
ための港湾整備等に取り組むとともに、産地・港湾の
連携による農林水産物・食品のさらなる輸出促進や再
生可能エネルギーの利用促進に資する港湾空間の形成
等により、持続的な経済成長の実現を図る。

３. 豊かで暮らしやすい多核連携型の地域づくり

　多核連携型の地域づくりのため、みなとオアシスや
港湾協力団体制度を通じた「みなと」を核とする魅力あ
る地域づくりを促進するとともに、離島における航路
の就航率向上、人流・物流の安全確保、バリアフリー
化等を推進し、住民生活の安定の確保、住民の交流や
観光の振興による地域活性化など多様なニーズに対応
する。
　海面処分場の整備による廃棄物の適正処理や海洋環
境整備船による海域環境の保全、ブルーカーボン生態
系を活用した新たな脱炭素化への取り組みなど、港湾
環境の整備による持続可能な社会の形成を推進する。

国土交通省2021年度予算概算要求
港湾局関係公共事業費は前年度並み2,539億円
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